
              

 

 

 

2023 年 10 月 11 日 

各 位 

株式会社八十二銀行 

 

「八十二サステナビリティ 1 号ファンド」の投資決定について 

 

八十二銀行（頭取 松下 正樹）が出資する「八十二サステナビリティ 1 号投資事業有限責任組合」は、

ジャパンツーリズムファンド１（以下「同ファンド」）に対し投資することを決定いたしました。 

同ファンドは、日本国内の観光資源への投資を通じて地方創生に貢献することを目的としたファンドで

す。インバウンド観光の成長の波にのり、国内の豊かな観光資源を新たに開発し、地域の魅力を高める事

業を運営・展開してまいります。また、同ファンドを運営する PATIENCE CAPITAL GROUP PTE.LTD（以下「PCG

社」）は国内不動産の開発・運営を行う複数のファンドを運営しており、PCG 社のこれまでの豊富な実績と

ノウハウを活かし、地域創生に向けた本格的な事業展開を視野に入れております。 

同ファンドへの投資を含めて、八十二サステナビリティ 1 号投資事業有限責任組合は地域の雇用創出・

賑わいづくりなどの地域活性化事業に取り組む企業への投資を通じて、地域の持続的な発展に貢献してま

いります。 

以下に概要をお知らせいたします。 

 

【投資案件の概要】 

投 資 先 名 ジャパンツーリズムファンド１ 

投 資 先 運 営 者 PATIENCE CAPITAL GROUP PTE.LTD 

P C G 社 代 表 者 ケン・チャン・チェン・ウェイ 

 

＜参考＞「八十二サステナビリティ 1 号ファンド」の概要 

名 称 八十二サステナビリティ 1 号投資事業有限責任組合 

フ ァ ン ド 総 額 300 億円 

組 合 員 構 成 八十二銀行および八十二インベストメント株式会社 

設 立 日 2022 年 1 月 4 日 

存 続 期 間 2046 年 12 月 31 日 

業 務 運 営 者 八十二インベストメント株式会社 

 

 

以 上 

 

 

 

 


